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一 

 



 

米
は
日
本
古
来
か
ら
の
主
食
で
あ
る
。
食
の
安
定
と
安
全
は
、
生
命
に
か
か
わ
る
国
政
の
根
幹
で
あ
る
。
日
本

の
倫
理
・
習
慣
・
文
化
は
米
に
よ
つ
て
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
。
米
こ
そ
日
本
人
の
民
族
の
尊
厳
を
か
け
た
食
糧
で

あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
減
反
政
策
下
、
十
七
年
ぶ
り
に
緊
急
輸
入
す
る
と
い
う
異
常
な
事
態
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
食
糧

安
全
保
障
を
国
の
最
高
政
策
と
掲
げ
て
き
た
だ
け
に
、
農
業
関
係
者
は
言
う
に
及
ば
ず
国
民
に
与
え
る
影
響
は
は

か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。 

一 

臭
化
メ
チ
ル
等
の
く
ん
蒸
剤
に
よ
り
処
理
さ
れ
た
五
十
三
年
産
米
に
含
ま
れ
る
臭
素
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響

を
考
慮
し
、
そ
の
安
全
性
の
見
地
か
ら
、
約
二
十
万
ト
ン
（
昭
和
五
十
九
年
五
月
現
在
）
在
庫
さ
れ
て
い
る
米
に 

 
従
つ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

米
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

六
月
一
日
、
政
府
は
韓
国
か
ら
の
食
用
米
の
緊
急
輸
入
を
発
表
し
た
が
、
韓
国
の
保
管
倉
庫
は
、
今
回
問
題

と
な
つ
て
い
る
常
温
倉
庫
が
ほ
と
ん
ど
で
化
学
物
質
に
よ
る
く
ん
蒸
処
理
が
考
え
ら
れ
る
が
、
安
全
性
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。 

五 

稲
作
は
天
候
に
よ
る
影
響
を
ぬ
き
に
し
て
語
れ
な
い
産
業
で
あ
る
。
四
年
間
の
不
作
、
そ
し
て
今
年
も
東
北 

三 

米
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
消
費
拡
大
と
い
う
立
場
か
ら
消
費
者
へ
の
十
分
な
対
応
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
理

解
を
得
る
考
え
か
。 

二 

現
在
約
二
百
六
十
二
万
ト
ン
を
低
温
貯
蔵
し
、
約
千
二
百
万
ト
ン
を
常
温
貯
蔵
の
体
制
を
と
つ
て
い
る
が
、

今
後
の
常
温
貯
蔵
方
式
で
の
安
全
性
を
国
民
に
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

ま
た
、
既
に
売
却
さ
れ
た
六
十
万
ト
ン
（
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
か
ら
五
十
九
年
五
月
）
に
つ
い
て
ど
う
対
応

す
る
の
か
。 

つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
考
え
か
。 

四 

 



 

六 

潜
在
生
産
量
を
千
三
百
七
十
五
万
ト
ン
に
考
え
て
需
給
計
画
並
び
に
水
田
再
編
対
策
を
考
え
て
い
る
が
、
減

反
政
策
等
の
影
響
で
農
民
の
耕
作
意
欲
が
低
下
し
、
潜
在
生
産
量
は
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
と
考
え
る
。
四
年

連
続
の
不
作
は
、
単
に
気
候
条
件
だ
け
で
な
く
生
産
意
欲
の
低
下
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
水
田
利
用
再
編
第

三
期
対
策
の
中
途
で
あ
る
が
、
根
本
的
な
減
反
政
策
等
を
見
直
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

七 

衆
参
国
会
議
員
二
百
五
十
二
名
が
加
入
し
、「
米
」
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
「
米
消
費
拡
大
・
純
米

酒
推
進
議
員
連
盟
」
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
二
十
日
の
閣
議
了
解
事
項
で
も
あ
る
「
清
酒
醸
造
に
米
を
使
用
す

る
こ
と
」
を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
き
た
（
そ
の
た
め
に
は
醸
造
米
の
価
格
を
他
用
途
米
に
準
じ
て
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
が
）
。
こ
れ
は
、
耕
作
面
積
を
確
保
し
て
備
蓄
政
策
の
一
環
と
し
、
こ
れ
が
ひ
い
て
は
潜
在
生
産 

地
方
、
北
陸
地
方
を
中
心
に
不
作
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
二
年
連
続
十
万
ト
ン
の
持
ち
越
し
で
は
、
あ
ま

り
に
も
心
も
と
な
い
。
備
蓄
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
適
正
な
備
蓄
水
準
は
ど
の
く
ら
い
と
考
え
る
か
。 

ま
た
、
今
こ
そ
単
年
度
需
給
か
ら
長
期
的
観
点
に
立
つ
た
備
蓄
政
策
を
確
立
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

五 

 



 

 

六 

力
を
保
持
し
食
糧
安
全
保
障
に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。 

こ
れ
は
実
に
重
要
だ
と
思
う
が
、
政
府
の
考
え
は
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


